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第 ２ 回   熊本県議会  決算特別委員会会議記録 

 

平成25年10月４日(金曜日) 

            午後１時３分開議 

            午後２時59分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件  

決算審査方針の決定について 

議案第26号 平成24年度熊本県一般会計歳

入歳出決算の認定について 

議案第37号 平成24年度熊本県市町村振興

資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

議案第41号 平成24年度熊本県公債管理特

別会計歳入歳出決算の認定について 

――――――――――――――― 

出席委員(11人) 

        委 員 長 松 田 三 郎 

        副委員長 森   浩 二 

        委  員 前 川   收 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 山 口 ゆたか 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 磯 田   毅 

        委  員 杉 浦 康 治 

欠席委員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

知事公室 

         公室長 田 嶋    徹 

       危機管理監 五 嶋 道 也 

  首席審議員兼秘書課長 山 口 達 人 

  首席審議員兼広報課長 坂 本   浩 

    危機管理防災課長 岡 田   浩 

  知事公室付政策調整監 白 石 伸 一 

総務部 

         部 長 岡 村 範 明 

理事兼県中央広域本部長兼 

    市町村・税務局長 楢木野 史 貴 

       政策審議監 木 村   敬 

      総務私学局長 吉 田 勝 也 

  首席審議員兼人事課長 金 子 徳 政 

        財政課長 福 島 誠 治 

    県政情報文書課長 本 田 雅 裕 

総務事務センター長 古 谷 秀 晴 

        管財課長 吉 永 一 夫 

首席審議員兼私学振興課長  仁 木 徳 子 

    市町村行政課長兼 

県中央広域本部総務部長 原     悟 

     市町村財政課長 髙 山 寿一郎 

      消防保安課長 田 原 牧 人 

         税務課長 渡 辺 克 淑 

――――――――――――――― 

出納局職員出席者 

  会計管理者兼出納局長 伊 藤 敏 明 

        会計課長 福 島   裕 

――――――――――――――― 

監査委員・同事務局職員出席者 

        監査委員 松 見 辰 彦 

         局 長 本 田 惠 則 

         監査監 瀬 戸 浩 一 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 上 野 弘 成 

     議事課課長補佐 井   隆 彦 

――――――――――――――― 

午後１時３分開議 

○松田三郎委員長 それでは、ただいまから

第２回決算特別委員会を開会いたします。 

 ２回目とはいえ、執行部を交えての会議は
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初めてでございますので、一言御挨拶を申し

上げます。 

 決算特別委員会の委員長を拝命いたしまし

た松田でございます。森副委員長ともども、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 私が言うまでもなく、決算あるいは決算特

別委員会の役割というものが、全国的な傾向

ではございますが、以前よりも非常に高まっ

てきていると、このように感じております。 

 以前は、我々が１期生のころは、どちらか

というとかなり昔のことをいろいろ議論する

場でありますとかあるいは認定しなくても効

力に影響がないということで、ある意味やや

低調な議論が行われていた。 

 御存じのように、熊本県議会におきまして

も、12月に設置をいたしておりました当委員

会も、前倒しで９月に設置をして、できるだ

け決算の審議の中身を次年度の予算等々に反

映させていこう、このような考えで数年前か

ら設置を前倒しいたしております。というこ

とは、それだけ重要さが増していると、冒頭

申し上げた次第でございますので、どうか委

員の先生方におかれましては、そういう位置

づけをきちっと理解をしていただいて、忌憚

のない御意見をこの委員会の中で闘わせてい

ただければと思うところでございます。 

 また、執行部の皆様におかれましては、非

常に難しいリクエストかもしれませんが、わ

かりやすく、なおかつ簡潔な説明をお願いし

たいと思いますので、どうぞよろしくお願い

を申し上げまして、委員長挨拶といたしま

す。期間中、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 副委員長の挨拶は、時間の都合上、割愛さ

せていただきたいと思います。 

 まず、決算審査方針についてお諮りいたし

ます。 

 お手元に配付いたしております平成25年度

決算特別委員会審査方針(案)を担当書記に朗

読させます。 

 

○上野議事課課長補佐 平成25年度決算特別

委員会審査方針(案) 

 １ 予算の執行は、議決の趣旨に沿って、

合理的かつ効率的に行われ、所期の目

的が達成されたか。 

  (1) 歳入は適切に確保されたか。 

  (2) 歳出の執行に遺憾な点はなかった

か。 

  (3) 主要な施策はいかに達成された

か。 

 ２ 財産管理は十分であったか。 

 ３ 執行体制に問題はなかったか。 

 ４ 法令違反等はなかったか。 

 ５ 前年度決算特別委員会の指摘事項は、

どのように処理されたか。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員長 決算審査方針は、この案

のとおりでよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○松田三郎委員長 御異議なしと認め、今後

この方針に沿って審査を進めることといたし

ます。 

 これより、本委員会に付託されました一般

会計及び各特別会計決算の審査に入ります。 

 まず、伊藤会計管理者から、挨拶と決算概

要説明をお願いいたしたいと思います。 

 

○伊藤会計管理者 会計管理者の伊藤でござ

います。 

 執行部を代表いたしまして、一言御挨拶を

申し上げます。 

 委員の先生方には、定例県議会の御審議、

大変お世話になりました。この場をおかりい

たしまして厚く御礼申し上げます。引き続い

ての決算特別委員会でございまして、大変お

疲れとは存じますが、何とぞよろしくお願い

申し上げます。 

 平成24年度決算認定の議案につきまして
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は、９月定例県議会冒頭に御提案を申し上げ

たところでございますけれども、お手元に配

付しております付託議案等目録にありますよ

うに、第26号から第46号までの21議案となっ

ております。 

 松田委員長、森副委員長を初め委員の先生

方には、よろしく御審議、御指導を賜ります

ようお願い申し上げます。 

 それでは、平成24年度の一般会計及び特別

会計の決算概要につきまして御説明を申し上

げます。 

 お手元に決算の概要をお配りしております

ので、それに沿いまして総括的な説明を申し

上げます。座って説明をさせていただきま

す。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 一般会計・特別会計決算の総括でございま

すけれども、予算総額は１兆102億円で、対

前年度9.1％増でございました。1,000万単位

を四捨五入いたしまして、億円単位で御説明

をさせていただきます。 

 決算収支の状況でございますけれども、ま

ず歳入につきましては、8,818億円で、対前

年度0.9％減となっております。歳出につき

ましては、8,510億円で、対前年度0.9％減と

なっております。その結果、歳入から歳出を

差し引いた額、いわゆる形式収支――309億

円でございますけれども、から翌年度へ繰り

越すべき財源を差し引きました実質収支は18

0億円で、対前年度4.0％減となっておりま

す。 

 参考までに、決算額の推移を図１に載せて

おります。 

 それでは、２ページをお願いいたします。 

 ２ページから、一般会計の決算でございま

す。 

 まず、決算収支でございますけれども、決

算額は、歳入が7,628億円で、対前年度0.1％

の減、歳出が7,408億円で、前年度とほぼ同

額となっております。なお、実質収支は94億

円の黒字、対前年度8.3％減となっておりま

す。 

 次に、３ページの歳入の状況でございま

す。 

 歳入決算額の内訳につきましては、自主財

源が2,784億円で、対前年度3.8％減、依存財

源が4,845億円で、対前年度2.2％増となって

おります。 

 全体に占める割合、構成比でございますけ

れども、自主財源が36.5％、依存財源が63.5

％でありまして、自主財源の割合が前年度に

比べ1.4ポイント減少しております。自主財

源の減につきましては、特別会計及び基金か

らの繰入金が減少したことなどによる影響で

ございます。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 歳出決算額は、前年度とほぼ同規模の7,40

8億円となっております。その内訳でござい

ますが、対前年度の増の主なものとしまして

は、水俣病の新救済策推進におけるチッソ株

式会社への一時金支払い支援所要額の増など

による諸支出金、熊本広域大水害関連復旧費

の増による災害復旧費などがございます。 

 一方で、減のものとしましては、財政調整

基金等の積立金の減などによる総務費、森林

整備促進及び林業等再生基金事業の基金積み

立ての減などによる農林水産業費がございま

す。その他、商工費や衛生費なども減少して

おります。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 まず、翌年度繰り越しの状況でございます

けれども、繰越額は1,418億円で、対前年度9

05億円、176.4％増となっております。これ

は国の経済対策による追加補正予算に関連す

る事業並びに平成24年７月発生の熊本広域大

水害による事業等によるものでございます。

ちなみに、繰越額としては過去最高の額とな

っております。 

 次に、不納欠損の状況でございます。 

 県税を中心に、６億円の不納欠損処分を行
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っております。対前年度1.6億円、39.9％の

増となっております。 

 続いて、収入未済額の状況でございます。 

 収入未済額は54億円で、対前年度５億円、

8.7％減となっております。内訳では、県税

が83.5％を占めております。なお、県税だけ

の比較では、対前年度12.6％の減となってお

ります。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 特別会計の決算概要でございます。 

 まず、決算収支の状況でございますけれど

も、特別会計全体では、歳入につきましては

1,190億円で、対前年度76億円、6.0％減で、

歳出につきましては1,102億円で、対前年度7

5億円、6.4％の減となっております。 

 主な内訳といたしましては、公債管理費が

歳入、歳出とも大きく減少し、ほかには、市

町村振興資金貸付事業や高度技術基盤整備事

業等が減少しております。一方、チッソ県債

償還等は増加しております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 翌年度繰り越しの状況でございます。 

 合計で15億円の繰り越しを行っておりまし

て、対前年度１億円、4.0％の減となってお

ります。内訳では、流域下水道事業が62.7％

を占め、次いで高度技術基盤整備事業等が3

5.8％を占めております。 

 続きまして、不納欠損の状況でございます

けれども、平成24年度における不納欠損処分

は行っておりません。 

 次に、収入未済額の状況でございます。 

 収入未済額は、６つの特別会計におきまし

て、貸付金の償還金及び使用料などで33億円

となっております。その主なものといたしま

しては、中小企業振興資金が最も大きく、全

体の93.8％を占めておるところでございま

す。 

 次に、８ページをお願いいたします。 

 参考までに、普通会計ベースでの主要財政

指標を記載しております。 

 まず(1)の表でございますけれども、財政

力指数、経常収支比率などの平成19年度以降

の推移を示したものでございます。 

 財政力指数は、財政基盤の強さを示す指数

で、平成24年度は0.352となっております。

また、経常収支比率は、財政構造の弾力性を

示す指標で、前年度の93.1％から95.0％と、

1.9％増加しております。また、実質公債費

比率は、公債費に係る財政状況をはかる指標

でございますけれども、14.6％であります。

前年度から0.8％下降しております。 

 参考までに、(2)の表には九州各県の指標

を載せております。 

 以上、決算の概要について御説明を申し上

げましたけれども、詳細につきましては各部

局からそれぞれの審議の中で御説明申し上げ

ますので、よろしくお願いいたします。 

 委員の先生方には、長期にわたり御審議を

いただきますけれども、何とぞよろしくお願

いを申し上げまして、私からの概要の説明と

させていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○松田三郎委員長 次に、松見監査委員か

ら、決算審査意見の概要説明をお願いいたし

ます。 

 

○松見監査委員 監査委員の松見でございま

す。 

 それでは、私のほうから、平成24年度の熊

本県歳入歳出決算及び基金の運用状況に係る

審査意見につきまして、要約して御説明申し

上げます。座ったまま説明させてもらいま

す。 

 お手元にあります表紙がブルーの冊子をお

願いいたします。平成24年度熊本県歳入歳出

決算及び基金の運用状況に係る審査意見書と

記載されております。 

 その、まず１ページをお願いいたします。 

 平成24年度熊本県歳入歳出決算審査意見書

 - 4 -



第２回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（平成25年10月４日) 

でございます。 

 初めに、第１の審査の対象でございますけ

れども、知事から、地方自治法第233条第２

項の規定によりまして審査に付されました一

般会計と、そこに記載されております16の特

別会計について審査を行ったものでございま

す。 

 次に、２の第２の審査の方法でございます

が、決算の計数は、関係諸帳簿及び証憑書類

と符合し正確であるか、また、予算は、その

趣旨に沿って適正で効率的、効果的に執行さ

れているかなど、そこに記載されている４点

の審査の主眼で照合、審査を行ったところで

ございます。 

 なお、審査の過程におきましては、関係部

局に必要な資料及び説明を求め、あわせて定

期監査、随時監査及び例月現金出納検査の結

果も踏まえて慎重に審査したところでござい

ます。 

 次に、第３の審査の結果及び意見について

でございます。 

 まず、１の審査の結果につきまして御説明

申し上げます。 

 審査の対象といたしました平成24年度一般

会計及び特別会計の歳入歳出決算書等の計数

は、関係諸帳簿及び証憑書類の計数と符合

し、いずれも正確であることを確認いたして

おります。 

 また、予算の執行並びに会計経理及び財産

の管理等の財務に関する事務の執行につきま

しては、預け金、差しかえ等の裏金や私的流

用につながるおそれのある不適正な経理処理

の事例は認められず、全体として予算の趣旨

に沿い、適正かつ効率的、効果的に処理され

ていると認められましたけれども、一部にお

きましては、改善または留意を要する事項が

見受けられたところでございます。 

 まず、収入事務におきましては、収入科目

の誤り、収入証紙の消印の遅延等が見受けら

れております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 支出事務におきましては、支払いの遅延、

補助対象経費の誤り、委託業務の内容が明確

でない契約等が見受けられております。 

 また、物品の管理事務におきましては、備

品の亡失、備品関係台帳の未整備、使用に耐

えなくなった備品の保管、管理の継続、備品

の処分に当たっての手続の不備等が、財産の

管理事務におきましては、管理している財産

の不十分な状況把握等が見受けられておりま

す。 

 これらの課題につきましては、職員の基本

的知識や理解の不足、また、組織としての内

部統制が十分に機能していないということが

主な原因と考えられます。 

 今後とも、財務事務に関します研修などに

より、職員の知識不足の解消を図るととも

に、所属内部でのチェック体制を強化してい

く必要があると思っているところでございま

す。 

 次に、２の審査意見についてでございます

が、ここの前段におきましては、県債残高、

基金の残高及び経常収支比率等をもとに、平

成24年度末の本県の財政状況について述べて

おります。 

 県債残高につきましては、総額は増加した

ものの、臨時財政対策債等を除きます通常債

の残高は、前年度より293億3,600万円余減少

しておりますし、また、財政調整用の４基

金、総額は前年度より１億2,400万円余増加

しております。 

 財政の健全化判断比率で見てみますと、実

質公債費比率は前年度より0.8ポイント低

下、将来負担比率も前年度より10.2ポイント

低下しておりまして、平成24年度決算の財政

指標は、前年度に引き続き改善の兆しが見ら

れるものがございます。しかし、財政構造の

弾力性を示す経常収支比率は、前年度より1.

9ポイント上昇するなど、依然として厳しい

状況が続いております。 
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 次に、後段のほうになりますが、今後、幸

せ実感くまもと４カ年戦略に基づく施策を積

極的に展開するとともに、熊本広域大水害か

らの復旧、復興を迅速かつ着実に進めていく

必要がございますけれども、本県の財政は、

地方交付税等の依存財源に大きく依存した財

源構成でございまして、また、これらの依存

財源というのは毎年度策定されます地方財政

計画に大きく左右される状況にございます。 

 このようなことから、今後とも、国の地方

財政対策の動向を注視しながら、引き続き財

政健全化の取り組みを推進していくととも

に、これらの財政需要へも適切に対応すると

いった、バランスのとれた財政運営を行って

いく必要があるといったことを記載しており

ます。 

 それから次に、行財政事務執行に係る課題

についてでございますが、(1)では、未収金

の解消対策について述べております。 

 一般会計及び特別会計を通じた収入未済額

は総額で87億900万円余、このうち、県税は4

4億8,700万円余、税外収入合計で42億2,200

万円余となっております。これを前年度と比

べてみますと、総額で５億9,100万円余減少

している状況でございます。 

 次に、３ページをお願いします。 

 アの県税の未収金につきましては、徴収強

化対策や滞納処分の徹底及び早期着手により

まして、前年度に比べ滞納額は６億4,400万

円余減少しております。特に、個人県民税の

未収金につきましては、市町村との共同催告

や併任徴収の実施、特別徴収の推進等により

まして３億800万円余の減少と、２年連続で

減少しております。 

 今後も、これらの対策の着実な実施等によ

りまして、未収金の減少につなげることが重

要でございます。 

 次に、イの県税以外の未収金につきまして

は、着実な取り組みにより前年度より減少し

ているものが多く見られるものの、海砂利採

取料に係る不当利得返還金等の未収金の大幅

な増加によりまして、県全体の滞納額は前年

度より5,200万円余増加しております。 

 今後とも、歳入を確保し、負担の公平、公

正を維持していくため、時効中断措置等の実

施によりまして債権保全を徹底するととも

に、未収金のそれぞれの特性に応じまして効

率的な回収に努めていく必要がございます。 

 そのほか、歳入科目別に見た今後の取り組

みについて述べておりますけれども、(ア)で

は分担金及び負担金、(イ)では使用料及び手

数料、(ウ)では貸付金、元利収入、(エ)では

雑入につきまして、それぞれの事例と対応策

について述べているところでございます。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 (2)では、その他の財務事務の課題を上げ

ております。 

 まず、アの収入事務についてでございます

が、収入科目を誤っている事例、契約保証金

の還付がおくれている事例、収入証紙の消印

がおくれている事例などを挙げております。 

 次に、イの支出事務についてですが、支払

いがおくれているもの及び支払い先を誤って

いるものを事例として挙げております。 

 いずれの事例につきましても、組織的なチ

ェック体制、職員研修を強化する必要がある

ということになります。 

 次に、ウの補助金交付に係る事務について

ですが、補助対象経費でないものを補助対象

としているものや、補助事業の変更手続、補

助金の確定通知を行っていないものを事例と

して挙げているところです。 

 次に、５ページにかけましては、エの業務

委託等に係る事務についてでございますけれ

ども、(ア)では、複数年度にわたる業務委託

の増額変更契約に当たって、債務負担行為が

設定されていないだけでなく、予定価格も決

定されていないもの、委託業務の内容が契約

書上明確でないもの、及び検査員の任命がな

されないまま検査が行われているものを事務
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処理全般に関する事例として挙げておりまし

て、(イ)では、特定調達契約に係る手続に不

備があったものを事例として挙げておりま

す。 

 業務委託に当たっては、契約の締結から履

行の確認に至る事務に必要な法令上の制度等

を習熟することによりまして、適切な事務処

理を行う必要があるということを記載してい

るところです。 

 次に、オの物品の管理事務についてでござ

いますが、(ア)では、備品を亡失しているも

の、貸し付け物品の管理が不十分なもの、備

品の処分に当たって、不用の決定等の手続を

行っていないもの、備品関係台帳が整備され

ていないもの、使用に耐えられなくなった備

品の保管、管理を続けているものを備品の管

理に関する事例として挙げておりまして、

(イ)では、生産品であります生乳の管理が不

十分であったことにより、損害賠償が発生し

ているものを事例として挙げており、(ウ)で

は、郵便切手の払い出しに組織的なチェック

がなされていないものを事例として挙げてお

ります。常に物品の適正な管理、処分を行う

必要があるということでございます。 

 次に、６ページにかけましては、課の財産

の管理事務についてでございますが、管理対

象財産から除外された土地につきまして、電

柱の使用許可をそのまま継続していたり、新

たに管理すべきこととなった敷地内に水道が

あるということを認識していなかったものを

事例として挙げております。常に財産の状況

を的確に把握することにより、適切な財産管

理を行う必要があるということでございま

す。 

 次の７ページから11ページにかけまして

は、17ページから49ページにかけて資料とし

て掲載しております決算の計数につきまし

て、文章によりまして整理したものでござい

ますので、後ほどごらんいただければと思っ

ております。 

 最後に、15ページをお願いいたします。 

 ここでは、地方自治法第241条第５項の規

定によりまして、審査に付されました平成24

年度の定額の資金を運用するための基金の運

用状況に係る審査意見を記載しております。

審査の対象となっておりますのは、美術品取

得基金だけでございます。 

 審査の結果、基金運用状況調書の計数は、

関係諸帳簿及び証憑書類等と符合し、いずれ

も正確であることを確認いたしました。その

運用及び会計処理事務等の執行につきまして

も、適正で効率的に行われていると認められ

ました。 

 以上が平成24年度熊本県歳入歳出決算及び

基金の運用状況に係る審査意見の概要でござ

います。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員長 これから各部局の審査に

入りますので、会計管理者は、ここで所定の

席へ移動してください。 

  （会計管理者席を移動) 

○松田三郎委員長 それでは、知事公室及び

総務部の審査を行います。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、一括し

て質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、最初に一度立っていただきまし

て、その説明者の場所を大体どこで発言なさ

っているかというのを把握したいと思います

ので、そのようにお願いしまして、その後は

説明は着座のままで結構でございますので、

簡潔にお願いしたいと思います。 

 それでは、知事公室長から総括説明を行

い、続いて担当課長から順次説明をお願いい

たします。以下、総務部の順にお願いいたし

ます。 

 初めに、田嶋知事公室長、お願いいたしま

す。 

 

 - 7 -



第２回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（平成25年10月４日) 

○田嶋知事公室長 知事公室の田嶋でござい

ます。よろしくお願いします。 

 平成24年度決算について御説明いたしま

す。 

 お手元の決算特別委員会説明資料、知事公

室と表紙に記載されております資料をお願い

いたします。 

 １ページの平成24年度歳入歳出決算総括表

により御説明いたします。 

 歳入につきましては、収入済み額3,900万

円余となっており、不納欠損額及び収入未済

額はございません。 

 歳出につきましては、支出済み額10億7,20

0万円余、繰越額が3,800万円、不用額は4,90

0万円余となっております。 

 詳細につきましては、各課長からそれぞれ

説明申し上げますので、御審議のほどよろし

くお願いします。 

 

○松田三郎委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いいたします。 

 

○白石知事公室政策調整監 知事公室付の白

石でございます。着座にて説明させていただ

きます。 

 まず、知事公室につきましては、定期監査

での公表事項はございません。 

 続きまして、お手元の決算特別委員会説明

資料、知事公室の資料によりまして決算の状

況について御説明いたします。 

 資料の２ページをお願いいたします。 

 知事公室は、歳入はございません。 

 歳出につきまして、予算現額、これは一番

上の欄でございますが、8,200万円余に対し

まして、その右欄でございますけれども、支

出済み額7,700万円余となっております。歳

出の内訳は、職員給与費、重要政策調整事業

などに要する経費でございます。なお、不用

額は500万円余となっておりますが、これは

経費節減に伴う執行残でございます。 

 知事公室付は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○山口秘書課長 秘書課長の山口でございま

す。御説明いたします。 

 秘書課につきましては、定期監査での公表

事項はございません。 

 決算の状況について御説明いたします。資

料の３ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はございません。 

 次に、歳出について御説明いたします。資

料の４ページをお願いします。 

 歳出については、予算現額２億1,000万円

余に対し、支出済み額２億700万円余となっ

ております。歳出の内訳は、職員給与費、秘

書課運営費などでございます。なお、不用額

300万円余は、経費節減に伴う執行残でござ

います。 

 秘書課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○坂本広報課長 広報課長の坂本でございま

す。よろしくお願いします。 

 まず、定期監査における公表事項について

ですが、報告事項として１件御指摘をいただ

いております。 

 御指摘の内容は、平成24年度に、私用中に

過失割合の高い人身事故が１件発生してい

る、職員の交通安全意識の高揚を図るととも

に、事故原因に応じた具体的な交通事故防止

対策を講じることというものでございます。 

 御指摘を受けました事故は、私用中に発生

したものでございますが、人身事故になった

ことを重く受けとめ、当該職員に厳重注意を

行いました。さらに、所属としては、昨年度

の事故発生後に交通安全の研修を実施し、今

年度も同様の研修を行ったところでございま

す。 

 職員に対しましては、日ごろから、公務内
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外を問わず、交通安全に心がけるよう注意喚

起をしているところでございますが、今後も

職場全体で交通事故防止に取り組むととも

に、交通安全意識の向上を指導してまいりま

す。 

 続きまして、決算状況について御説明いた

します。資料の５ページをお願いいたしま

す。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はありません。主な収入は、県ホームペ

ージに広告を掲載する際の広告料360万円余

でございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。資

料の６ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、予算現額３億7,400

万円余に対し、支出済み額３億5,400万円余

となっております。歳出の内訳としまして

は、職員給与費などの一般管理費、県広報誌

の発行やテレビ、ラジオ、新聞での広報事業

などに要する広報費でございます。なお、不

用額は1,900万円余で、入札及び経費節減等

による執行残でございます。 

 広報課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○岡田危機管理防災課長 危機管理防災課長

の岡田でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 まず、本年度の定期監査の結果につきまし

ては、公表事項はございません。 

 次に、決算の状況について御説明申し上げ

ます。説明資料の７ページをお願いします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はございません。主な歳入は、防災行政

無線等の保守、管理に係る市町村等からの負

担金でございます。 

 繰越金1,750万円は、地震・津波被害想定

調査事業に係るものでございます。 

 次に、８ページをお願いいたします。 

 歳出、まず総務管理費の一般管理費につき

ましては、危機管理対策等に係ります職員給

与費や事務費等でございます。 

 下段の防災費、防災総務費につきまして

は、防災対策に係る職員給与費や事務費のほ

か、防災行政無線や防災情報システム等の管

理費、さらには、地震・津波被害想定調査事

業等の経費でございます。 

 翌年度繰越額3,800万円は、備考欄の13

番、防災情報通信基盤整備事業分でございま

す。こちらにつきましては、繰越事業を調べ

る中で後ほど説明をさせていただきます。 

 不用額は、主に無線管理費等の経費節減に

伴います執行残や自主防災組織設立補助につ

きまして、補助の申し込み件数が見込みより

も少なかったことによります執行残でござい

ます。 

 続きまして、別冊の資料をお願いいたしま

す。決算特別委員会附属資料、知事公室と書

いたものでございます。 

 １ページをお願いいたします。 

 繰越事業でございます。防災情報通信基盤

整備事業につきましては、平成24年度の予算

額3,800万円の全額を平成25年度へ繰り越し

たものでございます。 

 繰り越しの理由でございますが、防災行政

無線再整備の実施設計委託におきまして、中

継所建物の耐震調査等に不測の日数を要した

ためでございます。 

 なお、実施設計委託につきましては、本年

７月31日に完了いたしております。 

 危機管理防災課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○松田三郎委員長 総務部に移りたいと思い

ます。 

 まず、岡村総務部長から総括説明をお願い

いたします。 

 

○岡村総務部長 総務部長の岡村でございま

す。よろしくお願い申し上げます。 
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 平成24年度決算の説明に先立ちまして、前

年度の決算特別委員会において御指摘のござ

いました施策推進上改善または検討を要する

事項のうち、総務部としての措置状況を御報

告申し上げます。 

 前年度の決算特別委員会では、各部局共通

事項として１点、総務部の事項として１点の

御指摘がございました。 

 お手元に、平成24年12月定例会決算特別委

員長の報告という冊子があろうかと思いま

す。その４ページから６ページにかけて記載

されておりますので、あわせてごらんいただ

きたいと思います。 

 まず、４ページの一番下から５ページにか

けてでございますが、各部局共通事項でござ

います。「収入未済の解消については、未収

金対策連絡会議における徴収ノウハウの共有

化や各課独自の工夫等により着実な改善が図

られつつあるが、歳入の確保及び公平性の観

点から、さらに徹底した徴収に努めるこ

と。」という御指摘でございます。 

 また、５ページの一番下となりますが、４

番のところで、総務部の事項といたしまして

「個人県民税に係る特別徴収実施事業所の指

定率のアップに向けてより積極的に取り組

み、個人県民税徴収の一層の強化を図るこ

と。」という御指摘がございました。 

 この２点に係る措置状況につきまして御説

明申し上げます。 

 まず、共通事項としましての未収金対策に

つきましては、全庁的な取り組みといたしま

して、未収金対策連絡会議を開催いたしまし

て、関係課の取り組みの進行管理やノウハウ

の共有などに取り組んでおります。 

 平成24年度は、差し押さえや支払い督促の

実施、訴訟の提起など、法的措置を進めます

とともに、未収金の発生防止に向けた取り組

みを強化するなど、より適正な債権管理に向

けた取り組みを進めたところでございます。 

 今後も引き続き、全庁挙げて取り組みの充

実を図り、収入未済の解消に努めてまいりま

す。 

 また、総務部所管の収入未済であります県

税未収金につきましては、滞納処分の徹底及

び早期着手、それと個人県民税の徴収強化対

策を重点項目といたしまして、積極的な徴収

対策に取り組んでおります。 

 中でも、県税未収金のうち高い割合を占め

ております個人県民税に関しましては、これ

までも県と市町村が一丸となって収納率の向

上に取り組んでまいりました。 

 平成24年度は、個人県民税の税収の約半分

を占めます熊本市に重点を置く対策といたし

まして、熊本県税事務所に専任職員といたし

まして個人県民税対策担当を配置いたしまし

て、熊本市税務職員の身分をあわせ持たせ、

熊本市と共同で滞納処分を実施いたしまし

た。また、熊本市以外の市町村につきまして

も、未収金の圧縮に向け、連携して併任徴収

や共同催告、徴収引き継ぎ等に取り組み、数

値目標を設定した徴収強化計画を着実に実施

してまいりました。 

 次に、総務部の事項といたしまして、個人

住民税の給与天引きを行う特別徴収につきま

してでございますが、平成25年度までの特別

徴収対象事業者の全指定に向けまして、県の

公共調達等における入札に参加する事業者に

対しまして、特別徴収実施を申請の要件とし

ましたほか、所得税源泉徴収事業者に特別徴

収推進チラシを発送するなど、周知広報を強

化してまいりました。 

 市町村におきましても、30市町村が先行し

て特別徴収対象事業者の全指定に取り組んだ

ことによりまして、給与所得者の特別徴収実

施割合は、平成23年度の66.4％、これは全国

45位でございましたが、それから、平成24年

度は73.9％、全国17位まで大きく上昇いたし

たところでございます。 

 なお、平成25年度におきましては、全ての

市町村が全指定に取り組んでおります。特別
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徴収の実施割合は、７月１日現在で83.5％と

なっておるところでございます。 

 これらの取り組みの結果、平成24年度の個

人県民税未徴収額は、平成23年度と比較いた

しまして３億830万円の減額となり、県税全

体の未収金額は６億4,424万円の減額となり

ました。 

 引き続き、県税未収金の解消に向けて努力

してまいります。 

 続きまして、総務部の平成24年度決算概要

につきまして、お手元の決算特別委員会説明

資料、総務部と表紙に書いてございます資料

に基づきまして御説明をいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 歳入歳出決算総括表でございます。 

 総務部の決算に関します会計は、区分の欄

にございますが、一般会計、それから全国型

市場公募地方債の発行に係る公債管理特別会

計、それから市町村が行う公共施設等の整備

事業に係る市町村振興資金貸付事業特別会計

の３つの会計でございます。 

 これらの３会計を合わせた歳入の決算状況

でございますが、収入済み額は6,232億4,613

万円余、不納欠損額は５億2,805万円余、収

入未済額は45億2,847万円余となっておりま

す。不納欠損額と収入未済額は、県税及びそ

の加算金に係るものでございます。 

 次に、３会計を合わせました歳出の決算で

ございますが、支出済み額が2,529億4,485万

円余、繰越額は144億5,666万円余、不用額が

13億2,092万円余でございます。不用額の主

なものは、人件費の執行残、経費節減等に伴

う執行残などでございます。 

 以上が総務部の平成24年度歳入歳出決算の

概要でございます。 

 詳細につきましては各課長から説明いたし

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 

○松田三郎委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いいたします。 

 

○金子人事課長 人事課長の金子です。よろ

しくお願いいたします。 

 まず、人事課は、平成25年度実施の定期監

査において、公表事項はございません。 

 次に、決算状況につきまして御説明申し上

げます。説明資料の２ページをお願いいたし

ます。 

 歳入ですが、諸収入の各項目とも調定額ど

おりの収入となっており、不納欠損額、収入

未済額はともにございません。 

 なお、雑入として3,239万円余の収入がご

ざいますが、このうち3,028万円余につきま

しては、備考欄にありますように、企業局等

への出向期間のある職員の退職手当に係る負

担金収入でございます。 

 続きまして、３ページをお願いいたしま

す。 

 歳出についてでございます。 

 まず、総務管理費のうち一般管理費でござ

いますが、職員45名分の給与費等でございま

す。 

 不用額は2,338万円余となっております。

その主なものは、時間外勤務手当の執行残で

ございます。これは災害対応等の時間外手当

を人事課で一括管理しておりますが、その分

の執行残でございます。 

 次に、人事管理費についてでございます

が、知事部局職員の退職手当及び課の運営経

費等でございます。不用額9,287万円余の主

なものは、退職手当の執行残でございます。 

 以上が人事課分でございます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

○福島財政課長 財政課長の福島でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 まず、決算の説明に入ります前に、本年度

の定期監査におきまして、監査結果公表事項

として１件御指摘をいただいております。 
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 お手元の監査結果公表事項と表題に記載し

ております資料をごらんいただければと思い

ます。Ａ４サイズの縦の紙でございます。 

 御指摘の内容は、上段(1)の職員の交通事

故の関係でございます。 

 平成24年度に、通勤中に過失割合の高い人

身事故が１件、過失割合の高い物損事故が１

件発生している、職員の交通安全意識の高揚

を図るとともに、事故原因に応じた具体的な

交通事故防止対策を講じることというもので

ございます。 

 御指摘を受けました事故は、２件とも通勤

途上で、前方不注意等を原因として発生した

ものでございます。 

 当課におきましては、これまでも随時課内

の打ち合わせや会議等で交通安全、交通事故

防止の周知徹底を行い、各事故発生時にも改

めて、当該職員はもちろん、その他の職員に

対しまして注意喚起を行ってきたところでご

ざいます。 

 今後も引き続き、交通安全事故防止に関す

る通知や事例の周知を行い、特定課題研修な

どを利用しまして交通事故防止、飲酒運転根

絶に向けた研修を行うとともに、財政課は元

来時間外勤務の多い職場でもありますので、

疲労等が交通事故につながらないよう、職員

の体調にも注意して指導を行うなど、交通事

故や交通違反の発生しない職場づくりに努め

てまいる所存でございます。 

 それでは、決算の状況につきまして御説明

申し上げます。資料の４ページをお願いいた

します。 

 まず、一般会計について御説明申し上げま

す。 

 財政課の歳入につきましては、不納欠損

額、収入未済額はございません。 

 ４ページ上段は、地方譲与税でございま

す。予算現額に対して、全体で5,600万円余

収入済み額がふえております。これは、下か

ら３段目の地方法人特別譲与税、下から２段

目の地方揮発油譲与税が見込み額より多かっ

たことによるものでございます。 

 そのページの最下段、地方交付税につきま

しては、特別交付税の交付額が見込み額より

多かったため、14億6,300万円余の収入増と

なっております。 

 次に、５ページの国庫支出金でございま

す。 

 地域の元気臨時交付金につきましては、国

の交付がおくれたことにより収入済み額はゼ

ロとなっております。 

 下段の財産収入につきましては、それぞれ

調定額どおり収入されております。 

 ６ページをお願いします。 

 繰入金及び諸収入については、調定額どお

り収入されております。 

 なお、中段の諸収入の宝くじ収入でござい

ますが、見込み額を上回り、予算現額よりも

１億1,000万円余多く収入いたしておりま

す。 

 ７ページをごらんください。 

 このページから12ページ上段までが県債で

ございます。全て調定額どおり収入されてお

ります。なお、予算現額と収入済み額との比

較欄の数字につきましては、県債を財源とい

たします建設事業等の予算を24年度から25年

度に繰り越したことなどによるものでござい

ます。 

 飛びまして、12ページの中段をごらんくだ

さい。 

 繰越金、それから、交通安全対策特別交付

金、地方特例交付金につきましては、それぞ

れ調定額どおり収入されております。このう

ち、交通安全対策特別交付金につきまして

は、交付額が見込み額を上回り、予算現額よ

り収入済み額がふえております。 

 13ページ、歳出でございます。 

 まず、総務費につきましては、財政課の職

員給与、管理運営費及び基金積立金等の経費

として執行しておりますが、不用額は経費節
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減等による執行残でございます。 

 下段の財産管理費の翌年度繰越額に142億

7,400万ございます。これにつきましては、

別冊の附属資料をごらんいただければと思い

ます。 

 ３ページでございます。 

 地域の元気積立金の関係でございます。こ

れは、国の24年度の補正予算に計上されまし

た地域の元気臨時交付金を積み立てるもので

ございますが、国の全額繰り越しにより25年

度に繰り越したものでございます。 

 なお、現在、最終的に国のほうで取りまと

めが行われておりまして、年内には交付され

るのではないかと思っております。 

 それでは、戻っていただきまして14ページ

をお願いいたします。 

 上段の公債費ですが、県債の元金償還金、

利子償還金及び発行手数料等、県債発行に係

る事務の経費でございます。なお、不用額

は、公債管理特別会計の繰出金の減によるも

のでございます。 

 下段の予備費は、予算額２億円のうち2,00

0万円余を執行しましたので、不用額が１億

7,900万円余となっております。 

 15ページからが公債管理特別会計でござい

ます。 

 まず、歳入につきましては、県債管理基金

の預金利子、繰入金及び県債でございます

が、いずれも調定額どおり収入されておりま

す。 

 なお、繰入金の予算現額と収入済み額との

比較欄で1,300万円余の減となっております

が、これは次ページの歳出の減によるもので

ございます。 

 16ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、借換債の発行に伴う

元金償還金等でございます。なお、不用額

は、市場公募債の発行に伴う諸経費の節減等

によるものでございます。 

 財政課は以上でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。 

 

○本田県政情報文書課長 県政情報文書課の

本田でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 まず、本年度の定期監査につきまして、公

表事項等はございません。 

 次に、決算の状況について御説明申し上げ

ます。説明資料の17ページをお願いいたしま

す。 

 歳入でございます。 

 諸収入でございますが、調定額どおりの収

入となっておりまして、不納欠損、収入未済

額はございません。 

 次に、18ページをお願いいたします。 

 歳出につきまして、主なものを御説明申し

上げます。 

 まず、文書費でございます。行政文書の管

理、その他などに要する経費でございます。

不用額1,100万円余につきましては、入札に

伴う執行残及び経費節減に伴う執行残でござ

います。 

 次に、大学費でございます。公立大学法人

熊本県立大学に対して交付する運営費交付

金、それから、法人の業務実績に関する評価

等を行う熊本県公立大学法人評価委員会に要

する経費などでございます。 

 県政情報文書課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○古谷総務事務センター長 総務事務センタ

ー長古谷でございます。よろしくお願いしま

す。 

 まず、本年度の定期監査におきまして、公

表事項はございません。 

 次に、決算の状況につきまして御説明申し

上げます。説明資料の19ページをお願いいた

します。 

 歳入でございますが、いずれも調定額どお

りに収入済みとなっておりまして、不納欠損
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額、収入未済額はともにございません。 

 次に、20ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、主なものを御説明い

たします。 

 中段の人事管理費でございますが、支出済

み額６億9,990万円余となっております。そ

の内訳は備考欄に記載のとおりでございます

けれども、不用額2,420万円余の主なものと

いたしましては、職員住宅関係の管理委託費

の入札残や維持管理費の執行残などによるも

のでございます。 

 総務事務センターは以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○吉永管財課長 管財課の吉永でございま

す。どうぞよろしくお願いします。 

 まず、本年度実施の定期監査におきまして

の公表事項はございません。 

 次に、決算状況につきまして御説明申し上

げます。説明資料の21ページをお願いしま

す。 

 まず、歳入でございますが、全科目にわた

って不納欠損額、収入未済額はございませ

ん。 

 下段の財産収入のうち、一番下の土地売り

払い収入の24億2,600万円余でございます

が、これは職員住宅跡地や日赤貸し付け地

等、８件の未利用県有財産の売却収入でござ

います。 

 なお、この売却物件の詳細につきまして

は、別冊の資料になっておりますが、お手元

の決算特別委員会附属資料、総務部の末尾で

ございますが、10ページに記載しております

ので、後ほどごらんいただきたいと思いま

す。 

 それでは、説明資料の23ページにお戻りい

ただきまして、歳出について御説明いたしま

す。 

 一番下の財産管理費は、県庁舎の管理費、

普通財産などの管理費や処分費でございま

す。5,200万円余が不用額となっております

が、これは光熱水費等管理経費の節減や庁舎

の維持管理業務委託の入札残などによるもの

でございます。 

 管財課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○仁木私学振興課長 私学振興課長の仁木で

ございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 まず、本年度の定期監査の公表事項はござ

いません。 

 平成24年度の私学振興課の決算の状況につ

いて御説明申し上げます。説明資料の24ペー

ジをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 使用料及び手数料、そして、中段から26ペ

ージ最上段までの国庫支出金、その下の財産

収入、繰入金、諸収入において、不納欠損額

及び収入未済額はございません。 

 次に、27ページからが歳出でございます。

主なものを御説明いたします。 

 下段の教育費でございますが、私学振興費

として114億7,300万円余の支払済み額となっ

ております。これは、私立高等学校21校、私

立中学校９校、私立幼稚園107園に対する経

常費補助金などでございます。 

 不用額を生じた主な理由としましては、資

料28ページ、備考欄10番の私立高等学校授業

料等減免補助と21番の私立高等学校等就学支

援金事業について、対象となる生徒数が当初

見込みに対して少なかったことなどによるも

のでございます。 

 次に、繰り越しについて御説明を申し上げ

ます。別冊附属資料の４ページのほうをお開

きいただきたいと思います。 

 繰越事業として、私立学校施設耐震化促進

事業において、私立幼稚園の２園が対象とな

っております。なお、２園とも、全額国の安

心こども基金を財源としております。 
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 繰り越しの理由は、設計等に予測した以上

の日数を要し、工事の着工がおくれたためと

いうことでございます。２園とも、現在工事

を進めており、年内完了の予定でございま

す。 

 私学振興課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○原市町村行政課長 市町村行政課でござい

ます。よろしくお願いします。 

 決算の説明に入ります前に、市町村行政課

におきましても、本年度の定期監査におきま

して、公表事項としまして、職員の交通事故

１件の御指摘をいただいております。 

 御指摘を受けました交通事故は、仕事が多

忙な中で深夜の帰宅中に起きました事故で、

職員の疲労蓄積による居眠り運転が事故の原

因となっております。 

 職員側の過失割合が高く、人身事故扱いに

なったことを重く受けとめ、当該職員には厳

重注意を行いました。また、事故を受け、所

属としては、特定の職員に負担が過重となら

ないよう、業務分担の見直しを行いますとと

もに、職員を含め遠距離通勤者に対しまして

は、時間帯によっては熊本市内に宿泊するこ

となどを助言、指導いたしました。 

 また、市町村行政課の特徴としましては、

市町村からの研修派遣職員及び県から市町村

への派遣職員による遠距離通勤者も多いこと

から、あらゆる機会を通じまして交通事故防

止、飲酒運転防止等の交通法規遵守等につい

て注意喚起を行っております。 

 続きまして、決算の状況につきまして御説

明いたします。市町村行政課は29ページから

でございます。 

 歳入につきまして、29ページから33ページ

までございますが、不納欠損、収入未済とも

ございません。 

 歳出は34ページからになります。特に大き

な不用額を生じました項目について御説明を

いたします。 

 上から４段目の地域振興局費でございます

が、これは10カ所の総合庁舎の施設整備費や

管理運営費、振興局活動推進費等に要した経

費でございます。 

 不用額3,630万4,000円につきましては、経

費節減や入札残等による執行残でございま

す。 

 次に、35ページ、１段目でございます。 

 自治振興費、これは、サマージャンボとオ

ータムジャンボに係ります市町村自治宝くじ

交付金、住民基本台帳ネットワークシステム

等に要した経費でございます。不用額739万

1,000円につきましては、経費節減等に伴う

執行残でございます。 

 次に、２段目、選挙関係ですが、それぞれ

の費目におきまして執行残による不用額が生

じておりますが、特に36ページでございます

が、１段目、昨年12月に執行されました衆議

院議員総選挙の経費につきましてでございま

すが、不用額２億2,145万9,000円、これは、

予定よりも立候補者が少なかったこと、さら

に、市町村の選挙経費の節減等により執行残

が生じましたが、選挙執行が12月であったた

め、２月の補正予算で減額ができず、大きな

不用額となっております。 

 次に、２段目、こちらも衆議院選挙と同時

に執行されました最高裁判所裁判官の国民審

査でございますが、この不用額1,044万8,000

円、これにつきましても、裁判官広報の作成

経費でございますが、節減により執行残が生

じております。こちらも同様に、国民審査が

12月であったため、２月の補正予算で減額が

できずに大きな不用額となっております。 

 市町村行政課は以上でございます。よろし

くお願いいたします。 

 

○髙山市町村財政課長 市町村財政課髙山で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 まず、本年度の定期監査の結果につきまし
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ては、公表事項はございません。 

 次に、決算の状況につきまして御説明申し

上げます。資料37ページをお願いいたしま

す。 

 一般会計の歳入でございますが、不納欠損

額、収入未済額ともにございません。 

 続きまして、38ページをお願いいたしま

す。 

 一般会計の歳出でございます。 

 下から２段目、市町村総務振興費でござい

ますが、これは市町村財政課職員16人分の職

員給与費でございます。 

 次に、一番下の段、自治振興費でございま

す。これは、市町村行政体制強化事務経費、

市町村交流職員の給与負担といった市町村行

財税政支援費等に要した経費でございます。

不用額365万円余につきましては、経費節減

による執行残でございます。 

 続きまして、39ページをお願いいたしま

す。 

 市町村振興資金貸付事業特別会計でござい

ます。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額ともにございません。 

 続きまして、40ページをお願いいたしま

す。 

 歳出でございます。 

 １段目、市町村振興資金貸付金でございま

すが、予算現額１億30万円余に対しまして、

支出済み額18万円余となっております。不用

額１億12万円余につきましては、市町村への

貸し付けがなかったことによるものでござい

ます。 

 市町村資金の貸し付けに当たりましては、

毎年、予算要求時や年度途中で市町村に対し

要望調査を行っております。24年度も調査は

行っておりますが、老人ホームの改修あるい

は葬祭場の火葬炉の増設といった事業で、広

域行政事務組合２団体から9,500万円ほどの

要望がなされておりました。その後、入札等

の事務が間に合わず、あるいは関係市町村と

の調整が手続がおくれたということで、本年

度、25年度に事業を繰り越したいということ

になり、結果として貸し出しの実績がござい

ません。 

 なお、本年度に繰り越されました２つの事

業につきましては、既に発注が済んだという

ことで、今年度に振興資金を活用したいとい

う話があっているところでございます。 

 次に、２段目、一般会計繰出金でございま

すが、これは地域振興局の活動推進費及び消

防広域化推進事業の財源として一般会計に繰

り出したものでございます。不用額983万円

につきましては、振興局の活動推進の執行残

と消防広域化推進事業の執行残でございま

す。 

 市町村財政課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

○田原消防保安課長 消防保安課長の田原で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 まず、本年度の定期監査での公表事項はご

ざいません。 

 次に、決算の状況でございますが、説明資

料の41ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、41ページから43ペー

ジにかけてございますが、不納欠損額、収入

未済額ともございません。 

 43ページの最下段、繰越金３億4,000万円

余は、防災消防ヘリコプターテレビ伝送シス

テム整備に係るものでございます。 

 続きまして、44ページをお願いいたしま

す。 

 歳出でございますが、まず総務費の中段、

防災総務費につきましては、防災消防ヘリコ

プター「ひばり」の管理運営費、同じく防災

ヘリのテレビ伝送システム整備費、職員給与

費等でございます。不用額につきましては、

主にヘリコプター関連の入札残及び経費節減

に伴う執行残でございます。 
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 次に、消防指導費でございますが、これは

県消防学校の職員給与費、消防に係る事務費

のほか、消防広域化の推進費などでございま

す。 

 不用額の主なものにつきましては、広域化

支援交付金につきまして、中央ブロック消防

広域化協議会からの申請がなかったことに伴

います執行残でございます。 

 続きまして、45ページをお願いいたしま

す。 

 商工費でございます。 

 工鉱業費の火薬ガス等取締費につきまして

は、銃砲火薬、高圧ガス、それから電気の取

り締まり指導に係る職員給与費及び事務費で

ございます。不用額は、経費節減に伴う執行

残でございます。 

 消防保安課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○渡辺税務課長 税務課の渡辺です。どうそ

よろしくお願いいたします。 

 定期監査における公表事項はございませ

ん。 

 決算の状況について御説明いたします。説

明資料の46ページをお願いいたします。 

 まず、県税決算の状況でございます。 

 県税全体を１段目に記載しておりまして、

調定額1,406億3,700万円余に対し、収入済み

額が1,356億3,200万円余、不納欠損額が５億

1,800万円余でございまして、差し引き44億

8,700万円余が収入未済額となっておりま

す。予算額と比較いたしますと、８億7,200

万円余の増収でございます。 

 各税目とも、おおむね予算額を上回る収入

を得ることができましたが、48ページ、最下

段の自動車取得税につきましては、エコカー

補助金の打ち切りに伴う新車販売の鈍化のた

め、また、次の49ページ下段の県たばこ税に

つきましては、たばこの販売本数の逓減のた

めに、それぞれ予算額を下回っております。 

 50ページ、下から２段目でございますが、

産業廃棄物税までが県税でございまして、50

ページの最下段、地方消費税清算金からは税

外収入でございます。 

 飛びまして、53ページをお願いいたしま

す。 

 １段目の諸収入に4,100万円余の収入未済

額がございますが、これは主に４段目の加算

金に係るものでございます。 

 次に、県税の収入未済額の状況につきまし

て、別冊の決算特別委員会附属資料で御説明

いたします。 

 ５ページの平成24年度収入未済に関する調

べをお願いいたします。 

 ２といたしまして、収入未済額の過去３年

間の推移を税目ごとに、過年度分、現年度

分、計の順番で記載しております。各年度の

計の最下段、収入未済額の合計をごらんいた

だきたいと思います。 

 県税の収入未済額は、平成21年度の55億8,

000万円余をピークに、平成22年度は53億6,0

00万円、平成23年度は51億3,000万円と、毎

年２億円余を圧縮してきておりましたけれど

も、今回の平成24年度決算の収入未済額は44

億8,000万円余で、６億4,000万円余の圧縮と

いうふうになっております。 

 税目別では、一番上にございます個人県民

税が最も大きな割合を占めておりまして、平

成23年度に、平成19年の税源移譲以来初めて

収入未済額を１億1,000万円余圧縮すること

ができたところでございますが、平成24年度

は、さらに３億円余を圧縮しているところで

ございます。 

 続きまして、附属資料の６ページでござい

ますが、平成24年度の収入未済額を滞納整理

の段階に応じまして、納税交渉中から執行停

止の４つの区分に整理しております。 

 続きまして、７ページをお願いいたしま

す。 

 平成24年度の未収金対策につきましては、

 - 17 -



第２回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（平成25年10月４日) 

１、実施した取り組み内容の(1)滞納処分の

徹底及び早期着手と、(2)個人県民税の徴収

強化対策、この２点に重点を置いて税収の確

保に取り組みました。 

 特に、収入未済額の約８割を占めます個人

県民税につきましては、(2)の①のとおり、

税収の半分を占める熊本市に重点を置いた対

策といたしまして、熊本県税事務所に個人県

民税対策担当といたしまして３名の専任職員

を配置し、熊本市税務職員の身分を持たせ

て、市と共同で滞納処分に当たりました。 

 また、地域振興局におきましても、③のと

おり、併任徴収、徴収引き継ぎ、地域版滞納

整理機構に対する支援等の取り組みを内容と

いたします徴収強化計画を着実に実施してま

いりました。 

 あわせまして、前後いたしますが、②のと

おり、県及び市町村の税務担当課長から成る

熊本県地方税収確保対策連絡会議を開催いた

しまして、県及び市町村の連携を強化してま

いりました。 

 さらに④でございますが、これは所得税の

源泉徴収と同様に、事業所に給与所得者の住

民税を天引きしていただく特別徴収につきま

して、平成25年度までの完全実施に向け、ア

クションプランの実施、熊本県入札参加資格

要件化の推進等に取り組んできたところでご

ざいます。 

 以上のような取り組みの結果、２の取り組

みの成果のとおり、収入歩合は、平成23年度

を0.3％上回る96.4％になり、収入未済額の

圧縮につながったところでございます。 

 とは申しましても、依然として収入未済額

は44億8,000万円余に上っており、これまで

の取り組みの成果を踏まえながら、引き続き

税収の確保に努めてまいります。 

 以上、歳入について御説明申し上げまし

た。 

 次に、歳出でございます。 

 説明資料にまたお戻りいただきまして、55

ページをお願いいたします。 

 徴税費のうち税務総務費は、税務行政の管

理、運営に要する経費でございます。5,500

万円余の不用額は、職員給与等の執行残と経

費節減等によるものでございます。 

 次の賦課徴収費は、市町村に対する徴収取

扱費、納税者に対する過誤納還付金等の経費

で、不用額１億4,000万円余はこれらの執行

残でございます。 

 56ページからは諸支出金でございますが、

これは税収の一定割合を市町村へ交付する交

付金でございまして、不用額はいずれも実績

が見込みを下回ったことによる執行残でござ

います。 

 税務課は以上でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。 

 

○松田三郎委員長 以上で執行部の説明が終

わりました。 

 休憩をとらずにいきたいと思いますが、ト

イレの方あるいは腰の調子がよくない方も、

遠慮なく休憩をそれぞれとっていただいて結

構でございます。執行部の方も、ちょっと出

入りは難しいと思いますが、まあ自分のとこ

ろには質問ないだろうという予想の方は、ど

うぞトイレに行っていただいて結構でござい

ます。 

 それでは、質疑に入りたいと思いますが、

どなたからでも結構でございます。質疑はあ

りませんか。 

 

○前川收委員 どこからでもいいんですか。 

 

○松田三郎委員長 一応、まず順番としては

知事公室、総務部にして、途中から一緒にし

ますけれども、知事公室分から。――なかっ

たら、総務部を含めて、どうぞ。 

 

○前川收委員 総務部に限らずで、全部局に

わたる話なんですけれども、去年の決算特別
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委員長の報告の中に、３ページの一番下の段

落で「予算の執行については、厳しい財政状

況の中」で云々と、「多額の不用額を出して

いる事業や多くの繰越事業が発生しており」

ということで、やはり繰越事業に対して、も

っと抑制しなさいという向きの指摘があって

おります。 

 私は、この逆のことをちょっと言いたくて

手を挙げたんですが、今の国の予算の状況か

ら見れば、本来当初予算でどんと組んで、単

年度主義ですから、４月から翌年３月31日ま

でという区切りの中で予算を回していくとい

うのが本来当たり前のことであります。しか

し、多分プライマリーバランスの問題がある

からだろうと思いますけれども、本来当初で

組まれるべき予算が、非常に恒常的に補正予

算で組まれる可能性が物すごく今高くなって

きていて、４月から始まって３月31日に終わ

るという、一般的な事業の運営のやり方とい

うのがもうできない状況になってきていると

いうふうに思っております。 

 そこで、その単年度主義、３月31日決算、

４月１日から始まるというこの単年度主義

と、いわゆる当初予算じゃない、そういった

臨時的な予算が組まれたものとどう整合して

いくかというのは、私は大変御苦労が多いと

ころだろうと思っておりまして、補正予算、

去年も２月とか３月だったですね。もう年度

は３月31日で終わると、そうしたら、当然や

るべきことは発注しなきゃいけないけれど

も、最初から繰り越すことはもうわかってい

るわけですね。繰り越しになると困るから、

事業はやらないと、翌年まで待つというよう

なことを私はあえてする必要はなくて、いわ

ゆる事故繰越という部分とは別に、戦略的繰

り越しと言っていいのかどうなのか、財政運

営上の用語としては余りよろしくないのかも

しれませんが、わかった上で繰り越して出す

ということも、今後は私は必要だろうと思っ

ておりまして、そのほうが、例えば災害があ

りましたと、一日も早い復旧工事をやらなき

ゃいけない、今発注しても年度内に終わらな

い、終わらないからもう出さないで、新年度

にゆっくり工期がとれる期間を利用して発注

する、そうなると、被災を受けた皆さん方や

心配をなさっていらっしゃる周辺住民にとっ

ては、一日も早く梅雨までには終わってほし

いという、そういったこともあるわけですよ

ね。 

 ですから、今のように、非常に補正予算が

あって、それがかなり不定期で出ている状況

の中にあっては、従来のように繰り越しその

ものが全部悪いという視点を持つべきではな

いというふうに――去年の指摘から見れば逆

の話なので申しわけないんだけれども、私の

これは私見ですけれども、というふうに思っ

ておりまして、財政課を初め、多分事業課が

こういうのは多い。今回の説明の中では、私

学文書課の幼稚園のやつが２つ出ていました

ね。これはいいやり方だと私は評価をしてお

りまして、そういうのがやっぱり戦略的に繰

り越す、わかっていて繰り越すということ

も、財政課の立場ではなかなか言いづらいの

かもしれないし、総務部の立場からは言えな

い、事業課は、財政課がうるさいからとか、

総務部がどうこうだということでなかなか繰

り越しができませんというような話もあるん

ですけれども、そういったいわゆる補正予算

帯が今あるような、このような時代における

財政運用の中にある繰り越しの考え方という

ものについては、どのようなお考えをお持ち

でしょうか。決算委員会ではなかなか言いに

くいのかもしれませんが、私は、むしろやり

なさいと言っているほうでございます。 

 

○福島財政課長 財政課でございます。 

 今、前川先生のほうから、繰り越しについ

ていろいろと御指摘、御提案いただいており

ます。 

 まさに、特に２月補正につきましては、こ
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う言っちゃあれですけれども、当然ながら繰

り越し前提で、我々も覚悟を決めて予算を計

上させてもらっております。そういうこと

で、柔軟に執行ができるようにということを

まず最優先に予算を、今後も組んでまいりた

いと思っています。 

 ただ、１点、ちょっと御質問にはなかった

んですけれども、念のため、我々も、やっぱ

りいたずらに繰り越しがふえないようにとい

うことで、財政課といたしましては、通常分

と経済対策とか災害とか、その辺をちゃんと

分けまして、チェックはしておりまして、今

回24年度から25年度に多額の繰り越しはあっ

ておりますけれども、そういった特殊な要素

を除きますと、基本的には例年並みぐらいに

はなっておりますので、そういうことでは基

本的には適切に繰り越しもなされたのかなと

思っております。 

 いずれにしましても、今後とも、経済対策

等もまたいろいろと予定もあるかもしれませ

んけれども、こういった繰り越しも柔軟に活

用しながら予算編成を行っていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

 

○前川收委員 僕は、事故繰越は別としてと

いう話をしたつもりでありますから、そうい

った、いわゆる計画性のなさによって繰り越

してしまうということまでいいですよと言っ

ているつもりではありません。財源根拠が補

正予算によるものであって、物理的に難しい

という話があって、そういったものであって

も年度内に発注しないといけないというもの

があればどんどんやってほしいし、逆に、少

し無理があるけれども、やっとかないと困る

というのは、補正予算じゃなくても、やっぱ

り戦略的にはやってほしいと。 

 そもそも一般の経済界の中で、単年度主義

に対して、非常に平準化できてないので、何

かロスがあって、それが無駄だと言われてい

る意見もあるようでございますので、そうい

った視点をぜひ持っていただきたい。 

 もう１つちょっと聞きたいのは、こういっ

た繰り越しが多くなると、上位官庁から何か

言ってくるんですか、これはだめだよとか。

要するに、これは県庁の中だけで済む話なの

か、いわゆる国のほうから何か指摘があるの

か、ペナルティーがあるとか、そういう話は

何かあるんですか。 

 

○福島財政課長 財政課でございます。 

 そういった話はまず聞いておりませんの

で、特に問題とかいうことはあってないかと

思っています。そう捉えております。 

 

○前川收委員 じゃあ、庁内で完結できると

いう話であれば、総務部、財政課が事業課の

皆さんと話をするときに、余りその内容――

不当な内容のやつをどうぞどうぞなんて言っ

ているつもりは全くありませんで、やるべき

ことは、要するに予算の単年度主義だから、

年度内に終わらないとわかっているのに発注

しちゃだめだぞというような縛りをかけてい

くような愚かなことはせずに、戦略的にそこ

の繰り越しというものを活用していくと、そ

ういう意識を持った財政運用を総務部の中で

ぜひやっていただきたいということでござい

ます。お願いいたします。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。 

 

○小杉直委員 ３点ほど。税務課長に１つ

と、財政課長に１つと、あとはどの課に所属

するかわかりませんので、３点目は、質問し

ますのでどなたか答えてほしいと思います

が、１点目の46ページ、税務課長、この収入

済み額のうち、水とみどりの森づくり税とか

書いてあるですが、こういうふうな収支の中

で、いわゆるふるさと納税についてはどうな

っておるですかな。 
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○渡辺税務課長 ふるさと納税につきまして

は、52ページのほうに寄附金収入として計上

させていただいております。 

 

○小杉直委員 なら、ふるさと納税について

簡単に説明をしてください。 

 

○渡辺税務課長 ふるさと納税につきまして

は、地方税法の改正によりまして、地元のほ

うに寄附したいというお気持ちを受け入れる

制度として、寄附金をいただきますと、基本

的には2,000円の自己負担で、残りの分は税

が控除されるという制度でございます。 

 制度の創設以来、本県は積極的な取り組み

をやってきておりまして、24年度決算では4,

811万円の寄附をいただいております。これ

につきましては……ちょっとお待ちくださ

い。済みません。 

 

○小杉直委員 なら、委員長、私のほうから

また追加して尋ねようか。 

 渡辺課長、ならば、おたくがおっしゃる52

ページ、ここにふるさと納税について寄附金

として出とるですたいね。それで、予算現額

が7,000万、調定額と収入済み額が4,811万、

マイナスの2,188万余ですたいね。こういう

ふうなマイナスが生じておるというのはどう

いう理由でしょうかな。 

 

○渡辺税務課長 もともと知事のほうの意向

もございまして、当初１億を目標とするとい

ったこともございましたけれども、徐々に実

績を見まして、目標額を7,000万というふう

に設定いたしましたけれども、実際のところ

4,800万という結果でございます。 

 ただ、これにつきましては、全国でも、件

数でいきますと上位から４位、それから、金

額で申しましても全国で７位ということで、

健闘している数字ではあると思っております

けれども、目標まではちょっと達しなかった

という状況でございます。 

 

○小杉直委員 ４位とか７位ということで、

上位のほうであるかもしれませんけれども、

丸々7,000万台というのは、私なんかが見ま

すと、億を超さんといかぬような思いがあっ

たわけですが、まあ7,000万台が予算現額に

してありますが、結果的にはマイナスだった

わけですが、今後はしっかり――ちょっと最

近はふるさと納税に関する宣伝、広告という

のが印象が薄れておりますので、しかるべき

課と話し合って、これについてはしっかり取

り組んでいただきますようにお願いをしてお

きます。 

 次に、財政課長、10ページの県立高等学校

整備事業費、これは32億円余かな、予算現額

は。それで、マイナスが８億4,500万余出て

おりますが、こういう差が出た理由というの

はどういうところにあっとでしょうかね。 

 

○福島財政課長 財政課でございます。 

 県債につきましては、この事業もそうです

が、ほかにも予算現額と収入済み額との比較

ということで、マイナスが相当立っておりま

す。これは９割以上が繰り越しによるもので

ございます。 

 繰り越しをしますと、起債の歳入は事業を

やる年度、今回でいくと25年度の実際の歳入

になりますので、一旦ここで収入済み額から

落ちて、来年度収入するという形になりま

す。 

 

○小杉直委員 ほかの事業でもっと大幅なマ

イナスが出ているのは承知しておるわけです

が、この県立高等学校の整備事業費で、例

年、このような差額が出るんでしょうかな。 

 

○福島財政課長 済みません、詳細にはちょ

っと把握しておりませんが、事業費につきま
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しては、先ほども出ましたように、繰り越し

が今回相当出ておるわけでございますが、大

体こういった形で、かなり繰り越しに伴う県

債の収入済み額との比較、その差が毎年出て

いるところでございます。 

 

○小杉直委員 あとは要望にかえますが、こ

の整備事業で、主な整備事業、主な学校、そ

れを説明できる範囲で、後日説明をお願いし

ます。 

 次に、３番目ですが、どこに尋ねていいか

わかりませんので、どなたかが説明できる範

囲でお願いしたいわけですが、昔で言う食糧

費、それからタクシーチケット券、これにつ

いての使用状況というのはどこか出ておりま

すかな。 

 

○松田三郎委員長 使用状況というのは、例

えば総額とか枚数とか。 

 

○小杉直委員 項目としても食糧費という項

目でいいのか、あるいはタクシーチケット券

は交通費に含まれるのか、そういう食糧費と

かタクシーチケット券の利用、使用状況の項

目とか、その金額がわかればということで

す。 

 

○岡村総務部長 今この委員会にお出しして

おる資料にはございません。 

 

○小杉直委員 それなら、これは要望にして

おきます。 

 適正な食糧費、適切なタクシー券はしっか

り使ってほしいという意味で私は質問したわ

けでございますので、これは要望にかえてお

きます。 

 以上です。 

 

○氷室雄一郎委員 総務部ですけれども、ち

ょっと私は聞き漏らしたと思うんですけれど

も、この40ページの市町村振興資金貸付金、

これは予算現額は１億円以上組まれておるん

ですけれども、何もされなかったんですか。

何もしなくてもよかったのか、また、各市町

村からのそういう新規貸し付けがなかったの

か。何でこうなっとるのか。全く使われない

まま、そのままになってしまった経過をちょ

っともう一遍。 

 

○髙山市町村財政課長 先ほど概要の説明の

際に御説明いたしましたけれども、毎年、予

算要求時とか年度途中に、市町村に対しては

要望調査を行わせていただいております。 

 24年度も調査をさせていただきまして、そ

の結果として、２つの広域行政事務組合か

ら、老人ホームの改修でありますとか、火葬

場の炉建設について、9,500万円ほど使いた

いという要望がありました。その後、組合関

係の内部での構成市町村の調整の手続がおく

れましたり、あるいは入札に係る事務手続が

間に合わないということで、翌年度に結果的

に繰り越したいということになっておりまし

て、その２つの事業につきましては、今年度

になって発注が済んだということで、今年度

に振興資金を利用したいというような申し出

がありました。 

 結果、その２件につきましては、事務手続

が間に合わなかった等の理由によりまして、

貸し出し実績がなかったということになって

おります。 

 

○氷室雄一郎委員 ということは、これは市

町村の問題というふうに考えてよろしいんで

すか。県としては、何か対応についてのまず

さとか、そういうものは全くなかったと判断

してよろしいんですか。 

 

○髙山市町村財政課長 これの振興資金につ

きましては、一応待ち受け予算といいます

か、市町村からの申し入れ、要望に対しまし
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て活用いただくということで、積極的に年に

数回ほど要望はありませんかというような調

査はかけさせていただいております。 

 市町村としても、年度末ぎりぎりまで何と

か事業に着手したいということで頑張ってお

りましたけれども、結果として間に合わなか

ったということでございます。 

 

○氷室雄一郎委員 まあ、説明があったとお

りだと思いますけれども、もう１点よかです

か。 

 監査結果公表事項が総務部も知事公室も出

ておりますけれども、この中でちょっと気に

なることを市町村行政課長から御説明がござ

いました。 

 人身事故等が発生しているけれども、非常

に遅い時間帯で事故が発生したんじゃないか

という、そういうお話もされまして、その

後、各市町村に県職員が出向しているといい

ますか、勤務されている、非常に通勤距離が

長くて、今後ともこういうおそれがあるとい

う、そういうお話もされましたけれども、そ

うなりますと、ちょっと指摘事項に当たりま

して、公表事項に当たっておりますので、そ

の辺は何かこれから考えないかぬのじゃない

ですか。どうなんですか。 

 

○原市町村行政課長 昨年の事故につきまし

ては、県の職員が起こした事故でございま

す。その職員が、深夜の業務が続いたという

ことで、過労によって居眠り事故を起こした

というところでございますが、市町村行政課

の特徴としまして、市町村から来ていただい

ている職員、それと市町村行政課付で各市町

村に派遣されている職員を抱えておりますの

で、それらの職員に対しても、いろいろな機

会に交通事故防止等を呼びかけているという

ところでございます。 

 

○氷室雄一郎委員 かなり長時間を要してい

る職員がおられるということですかね。 

 

○原市町村行政課長 県から市町村に出てい

る職員で、天草等の遠隔地に行っている職員

は赴任をしておりますけれども、やはり熊本

市内から50キロぐらいの通勤をしている職員

も一部ございますので、そのような職員に対

しては、特に交通安全について呼びかけをし

ております。 

 

○岡村総務部長 今、市町村行政課は、この

指摘がございました件と、もう一つの事柄を

申し上げました。 

 もう一つのほうの事柄は、何も市町村行政

課におる職員のみならず、全庁的に当てはま

る事柄だと思っております。遠距離通勤をし

ている職員はほかにもおります。これは知事

部局のみならず、学校の先生方にもたくさん

いらっしゃいますし、そういった意味では、

全庁的にそういう長距離通勤に伴う事故の危

険性、そういったものについては、それぞれ

の任命権者あるいは知事部局におきますそれ

ぞれの部局できちっと対応させていただいて

いるというところでございますので、この監

査公表の結果につきましては、きちっと真摯

に受けとめさせていただいておりますけれど

も、一般的な注意事項につきましては、また

別途させていただいているというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 結構です。わかりまし

た。 

 

○森浩二副委員長 ほかに質問。 

 

○岩中伸司委員 今の件にも少しは関係ある

んですが、１つは、交通事故の問題もそうで

すが、深夜勤務が続いて、やっぱり無理をし

て体調を壊しながら――私は、無理をせんで
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も、荒尾から来るとき、必ず居眠り運転する

んですね。ハンドルを握ると何かほっとする

んですね、車の中は１人でですね。きのう

も、夜帰っとって、この道はどっちに行くの

かなと、家のすぐ近くになってそんな感じで

すね。 

 ですから、県の職員の方も、仕事が重なっ

てきたらそんな状況もあるだろうと思うし、

そこら辺はやっぱり十分配慮していただきた

いなということと、もう一つは、それに絡ん

で、私たちが知らぬところで、ずっと残業と

いうか、超過勤務をしながら――ここでは、

執行残、不用額に人件費等々、経費節減とか

いろんな努力をされて、非常に日ごろから財

政の問題をしつこく言われるもので節約をさ

れていますが、人件費についてもそんな感じ

で、実際は遅くまで仕事をしとっても、しと

らぬような形になっとりゃせんかというの

が、非常に私が見ていて夜遅くまで電気がつ

いたりしとるもので、そういうとこら辺はこ

の決算の中に出てこないんですが、経費節減

したということで、何かそこら辺のやつは全

部署にかかわりますが、そういうのは……。 

 

○金子人事課長 人事課でございます。 

 時間外等の予算については、十分確保し

て、サービス残業等がないように支給をして

おりますので、経費節減で人件費の削減に、

時間外等が削減されているということはない

と思います。 

 

○岩中伸司委員 その辺はきちんとしていた

だきたいんですが、思いが強い職員の人は、

ついついやっぱりサービス精神が旺盛でそう

いうことにならぬように、特に管理者の皆さ

んは、そこら辺は厳格に職場での管理をして

いただきたいというふうに思っています。 

 

○松田三郎委員長 いいですか。 

 

○増永慎一郎委員 これはどこに聞けばいい

かちょっとわからないんですが、今からの委

員会でも出てくると思うんですが、経費節減

等に伴う執行残ということで、必ず言葉が出

てきます。もともと予算的にある程度積算を

された経費だというふうに思いますが、極端

にこの年に努力して経費が下がったとかいう

事例あたりは、私はどっちかというなら、今

こういうふうな形で財政が厳しい中で、当然

その課、その部あたりで頑張られた分は、き

ちんと表にやっぱり出していかなければいけ

ないんだというふうに思っていますし、それ

を各横で、何というか、共有し合うというの

は非常に大事なことだというふうに思ってお

りますので、もしよければ、昨年度、非常に

今までと違って経費節減ができた等事例があ

りましたら、どこの課でもよろしいですか

ら、何か紹介してもらったらというふうなこ

とで、何かありますかね。 

 もしそういうのがなかなかないというふう

な形であれば、ぜひこれは、何というか、知

事賞みたいな形でぜひ――非常に大事なこと

だというふうに思っております。といいます

のは、私、今はもうやめたんですけれども、

会社を経営しておりました。そういうふうな

形で、経費節減をした部署とか人間には表彰

をして、そして、やっぱりそういうふうな形

で抑制をしていくというのは非常に大事なこ

とだというふうに思いますので、ぜひともそ

ういうふうな企画等をお願いしておいて、来

年の決算委員会のときには、こういう形で、

こういうことをやりましたので経費節減がで

きたということでも紹介をしていただければ

というふうに要望をしておきます。 

 

○金子人事課長 人事課でございます。 

 経費節減の事例ではないですけれども、蒲

島賞という、県の職員の表彰をしているんで

すけれども、その中に業務改善等の事務改善

等についても表彰対象になっていまして、今
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回についても、グランプリではありませんで

したけれども、優秀賞として経費節減、事務

改善について表彰をしているところでござい

ます。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。 

 

○岩中伸司委員 35ページで、市町村行政課

にお尋ねをしますが、自治振興費で、住民基

本台帳ネットワークシステムで１億268万5,0

00円ですか、こういうのが使われています

が、いろいろ本会議でもちらちら出てくるん

ですが、実際、余り活用しない中で、この住

基ネットが進んできているというのがこの数

年間の流れだと思うんですが、１億円がつし

よるですかね。 

 

○原市町村行政課長 住基ネットシステム、

約１億円、24年度使っておりますが、本会議

でも御質問がありましたけれども、活用され

ていない、まあ思ったより使われていないの

は、住民基本台帳のカードのほうがなかなか

利用が伸びていないということで、住基ネッ

トのシステム自体は、国、地方合わせて使っ

ている事務数はどんどん伸びてきております

ので、システム全体では決して費用対効果は

低くないと思っております。 

 

○岩中伸司委員 そうしたら、住民の人たち

の利用が少ないだけであって、行政間のそう

いうネットワークは、このおかげでスムーズ

にいっていると理解していいんですか。 

 

○原市町村行政課長 住民の方も、住民票を

紙で持っていく必要がないとかいうのもあり

ますが、むしろ最近は、やはり国とか自治体

のほうで確認するときにシステムで、オンラ

インでつながっておりますので、そこでかな

り改善できているというところでございま

す。 

 

○松田三郎委員長 よかですか。ほかにあり

ませんか。 

 

○山口ゆたか委員 まず、監査委員の意見書

を踏まえて、１ページから２ページにかけて

審査の結果ということで、改善または留意を

要する事項ということが挙げられておりまし

て、さまざまな内容があるんですが、２ペー

ジの３段落目とか４段落目、組織としての内

部統制が十分に機能していないとかいう指摘

や所属内部でのチェック体制ということで指

摘がなされておるんですが、総務部として、

今後、この指摘を受けて取り組んでいかなけ

ればいけないかなと思っていらっしゃること

は何かないか、どういう形で取り組もうと思

っているのか、ちょっと意見を聞かせてくだ

さい。 

 

○金子人事課長 管理監督者あたりの研修も

含めてあるいはその職員あたりの研修を含め

て、職員に徹底していきたいと考えておりま

す。 

 

○山口ゆたか委員 総務部として取り組みも

あるでしょうし、また、各部署の取り組みも

あるでしょうし、この指摘を受けて改善を図

っていただきたいということを要望しておき

ます。 

 あと１点よろしいですか。人事課にもう１

つお尋ねします。 

 私は、職員の皆さんが、国内のみならず、

海外に、さまざまな課題を持って調査研究さ

れている事業というのはすごくいいんじゃな

いかなということで、昨年からチャレンジス

ピリット支援事業というのが始まっておりま

すけれども、この事業について、例えばこれ

だけ人事課においても一定程度不用額がある

のならば、もうちょっと積極的に職員の頑張

りや研さんを支援してもいいのではないかと
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考えるのですが、人事課におかれてはいかが

でしょうか。 

 

○金子人事課長 不用額を活用するというわ

けじゃないんですけれども、職員の挑戦意識

を湧き立たせたり、職員の能力開発ができる

ように、チャレンジスピリット事業を昨年か

ら始めておりますけれども、その中身は海外

研修であるとか、大学院の学位取得を支援す

るもので、４年間で海外研修については50名

程度派遣する予定にしております。今後と

も、職員に働きかけて積極的な活用を図って

いきたいと思っています。 

 

○山口ゆたか委員 わかりました。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。 

 

○小早川宗弘委員 税務課で、別添資料のほ

うですけれども、ちょっと教えてほしかっで

すけれども、６ページ、平成24年度収入未済

額の状況というふうなことで、ここに一覧表

が載っております。 

 個人県民税ということで、この納税交渉中

だか、分割納付中だとか、あと法的措置、差

し押さえ、交付要求中とか、あと執行停止と

いうふうなことで４分類されているわけです

けれども、この法的措置、差し押さえ、交付

要求中、これは現金とか預金とか、そういっ

たものを差し押さえるのか、物品とか、不動

産とか、自動車とか、そういうのも含めて差

し押さえているのかどうかちょっと状況を、

どんなものを差し押さえているのか。その差

し押さえた後、具体的にオークションにかけ

たり何かしてそれなりの収入を得ているのか

どうかということを第１点目。 

 第２点目で、執行停止という、これは所在

が不明でわからぬというふうな状況の方だと

思いますけれども、それは今現状どこまで、

どういうふうに追跡をされるというか、今後

どうしていくのかということを――もうずっ

と何十年もこのままの状態のやつがほとんど

だと思うとですけれども、そこの状況をちょ

っと教えてください。 

 

○渡辺税務課長 まず、法的措置のほうの差

し押さえの関係でございますけれども、当

然、今御指摘があったように、差し押さえの

対象といたしましては、給与ですとか預貯金

とか、そういった債権等もございますし、不

動産、自動車あるいは物品等の動産、こうい

ったものもございます。 

 ちなみに、24年度におきましては、差し押

さえ額といたしましては４億6,000万ほど差

し押さえをやっておりまして、一番大きいの

はやはり預貯金、給与等の債権の分でござい

まして、あとは余り変わらない、大した額で

はございませんけれども、そういった状況と

なっております。 

 今ここで滞納になっている部分のほとんど

のものは、基本的には債権以外のものでござ

いまして、預貯金等につきましては、差し押

さえたらすぐ収受になりますので、それ以外

のものがここの法的措置の中に含まれておる

というふうに考えていただければよろしいか

と思います。 

 

○小早川宗弘委員 じゃあ、その物品みたい

なものを差し押さえている額がこの２億6,60

0万というなら…… 

 

○渡辺税務課長 不動産なり、そういったも

のですね。 

 

○小早川宗弘委員 その物品は、今後どやん

ふうにされるんですか。その物品を差し押さ

えたっちゃ、本当の価値と売れる価値とが、

まあオークションにかけた価値とは違うと思

うんですけれども、そこはどんな……。 
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○渡辺税務課長 物品も、不動産もそうです

けれども、一応公売を行いまして、それを換

価していくというところでございます。差し

押さえておきながら、やっぱり分納なりなさ

っていただく分については、差し押さえは保

ったまま、それを分納していただくという形

をとっていますものですから、ここに残って

くるということになります。 

 それから、先ほどございました執行停止で

ございますけれども、ここは、所在が不明、

あとは生活に困窮していらっしゃる、あとは

財産がない、こういったものを執行停止の対

象としておりまして、基本的には、あらゆる

調査を尽くしまして、その要件に該当すれば

滞納処分の執行停止をして、そのうち３年経

過いたしますと、不納欠損として処理いたし

ていきます。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。 

 

○増永慎一郎委員 もう１ついいですか。消

防保安課ですけれども、防災消防ヘリコプタ

ーの管理運営費なんですけれども、今救急ヘ

リが日赤にできましたよね。それで、以前よ

り出動回数等が減っているとは思うんですが

――これは私の想像で減っているとは思うん

ですが、そのころに比べまして管理費等とい

うのはどういうふうになっているのか、ちょ

っと教えていただきたいと思います。 

 

○田原消防保安課長 ドクターヘリ、確かに

導入されて、お互い役割分担をして今進めて

いるところです。 

 これまで私どもがやっておりました救急部

分、そこらあたりが移るので、件数は減るか

なと思っておったんですけれども、実際やっ

てみますと、転院搬送等の需要というのは比

較的多うございまして、思ったよりも件数は

減っていないというふうな状況でございま

す。 

 また、ヘリコプターについては、定期的に

点検とか、そういったものを行う必要がござ

いますので、そういったものにかかる費用に

ついては、そう大きな変動はあっておりませ

ん。 

 以上でございます。 

 

○増永慎一郎委員 もしよければ、どれくら

い減っているのか――若干減ったということ

でありますので、どれくらい減ったのかと、

あと、１回飛んだら、平均的に幾らぐらいの

経費がかかっているかは、もし今わかれば教

えていただきたいというふうに思いますが。 

 

○田原消防保安課長 ちょっとお待ちくださ

い。 

 

○松田三郎委員長 大体わかるようでしたら

御答弁いただきたいし、ちょっと詳しい調査

が必要でしたら、後日……。 

 

○田原消防保安課長 平成23年、私どもの防

災ヘリ、緊急運航をおりますのが404件、そ

れから、平成24年度でございますけれども、

一応こちらのほうが358件というふうなとこ

ろでございます。ですから、50件ほど落ちて

いると。 

 平成24年の１月16日にドクターヘリの運航

が開始されております。平成24年１月から25

年の１月15日までで、出動は全体で342件、

前年同時期が471件でございますので、おお

よそ130件一応減っているというふうな形に

はなります。 

 あと、１回当たりの経費につきましては、

これは燃料費でいくのか、それともまた全体

の整備経費を回数で割るのかと、いろんなと

り方はあろうかと思いますが、それについて

は、また後日、どのような形で提供すればよ

ろしいか、確認させていただきたいと思いま
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す。 

 

○増永慎一郎委員 それは後でちょっと報告

をいただきたいと思いますが、もともと予算

組みあたりは、その辺までちょっと考えて予

算組みをされていたのかどうかを最後に１つ

だけ。 

 

○田原消防保安課長 ヘリコプターにつきま

しては、飛行時間、まあ300時間なら300時間

ごとに一応大きな点検、そういったものがご

ざいますので、そういったものにつきまして

は、今年度はどのような点検が必要かという

ことを含めまして予算要求をさせていただい

ているところでございます。 

 

○増永慎一郎委員 質問の意味がちょっと違

って、例えばドクターヘリが導入されて、防

災ヘリがあったときよりも若干減るんじゃな

いかということで、多分この24年度予算とい

うのは組まれたんだろうというふうに思いま

す。 

そういう中で、ここに不用額が出てきてい

るじゃないですか。この不用額というのが、

ちょっと私は、そのドクターヘリの回数がふ

えて、ふえたというか、ドクターヘリが入っ

たことによって防災ヘリの出動が減ったので

この不用額がちょっとふえたのかなというふ

うな思いがありましたので、予算組みのとき

はそういうのも考慮して予算を立てられたの

かという質問なんです。 

 

○田原消防保安課長 この不用額につきまし

ては、ヘリコプター、いろんなところでふぐ

あいが生じますと、安全に非常な支障がある

というところでございまして、ある程度交換

部品とか、そういったものの費用について

は、あらかじめ確保しているところでござい

ます。 

実際に運航してみて、そういった交換が不

要だったというふうなものについて、予算が

少し余っていくというふうな状況でございま

す。 

 ですから、ヘリコプターの運航につきまし

ては、人員を確保しておかないといけません

し、そういった点検整備、パイロットの確

保、そういったもので経常的に必要になって

おりますので、そういった意味で予算はいた

だいていると。 

 ですから、繰り返しになりますけれども、

予算が余っているものは、そういった整備点

検で実際に交換の必要がなかったもの、そう

いったものが少しずつ余っていっているとい

うふうなところでございます。 

 

○増永慎一郎委員 後でちょっと話は詳しく

聞きたいんですが、その防災ヘリの出動回数

が少し減ったということで不用額が発生した

わけではないわけですね。 

 

○田原消防保安課長 はい、そうでございま

す。 

 

○増永慎一郎委員 わかりました。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○松田三郎委員長 なければ、これで質疑を

終了いたします。 

 次回の第３回委員会は、10月７日月曜日、

10月７日月曜日午前10時に開会し、午前中に

企画振興部、午後から健康福祉部の審査を行

うこととしておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会いたします。本日はお疲れさんでござ

いました。 

  午後２時59分閉会 
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